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厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
二
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
及
び
医
療
関
連
サ
ー
ビ
ス
室
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五

項
を
削
る
。

第
十
八
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
国
立
病
院
機
構
管
理
室
」
の
下
に
「
及
び
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
管

理
室
」
を
加
え
、
同
条
中
第
五
項
を
第
七
項
と
し
、
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
管
理
室
は
、
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
の
組
織
及
び
運
営
一
般
に
関
す

る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

５

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
管
理
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
三
十
五
条
の
見
出
し
を「（
産
業
保
健
支
援
室
及
び
電
離
放
射
線
労
働
者
健
康
対
策
室
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

「
労
働
衛
生
課
に
、」の
下
に
「
産
業
保
健
支
援
室
及
び
」
を
加
え
、「
及
び
調
査
官
一
人
」
を
削
り
、
同
条
中
第
四
項
を

削
り
、
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

産
業
保
健
支
援
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

労
働
安
全
衛
生
法
に
規
定
す
る
衛
生
管
理
者
及
び
産
業
医
に
関
す
る
こ
と
。

二

労
働
安
全
衛
生
法
に
規
定
す
る
健
康
診
断
及
び
健
康
管
理
手
帳
に
関
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、労
働
者
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
事
業
者
が
講
ず
る
必
要
な
措
置（
労

働
安
全
衛
生
法
に
規
定
す
る
作
業
環
境
測
定
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。）に
関
す
る
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

３

産
業
保
健
支
援
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
四
十
一
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
公
共
職
業
安
定
所
運
営
企
画
室
」
の
前
に
「
訓
練
受
講
者
支
援
室
及

び
」
を
加
え
、
同
条
中
第
七
項
を
第
九
項
と
し
、
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
項
の
次
に

次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

訓
練
受
講
者
支
援
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

政
府
が
行
う
公
共
職
業
訓
練
の
受
講
者
及
び
修
了
者
、
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支

援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）第
二
条
に
規
定
す
る
特
定
求
職
者
並
び
に
教
育
訓
練（
雇

用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
六
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
教

育
訓
練
を
い
う
。）の
受
講
者
及
び
修
了
者
（
次
号
及
び
第
七
百
八
十
八
条
の
三
に
お
い
て
「
訓
練
受
講
者
」
と
い

う
。）の
職
業
紹
介
及
び
職
業
指
導
に
関
す
る
こ
と
（
労
働
市
場
セ
ン
タ
ー
業
務
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。）。

二

訓
練
受
講
者
の
職
業
の
安
定
に
関
す
る
政
策
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

三

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
職
業
訓
練
受

講
給
付
金
に
関
す
る
こ
と
。

３

訓
練
受
講
者
支
援
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
四
十
二
条
を
削
り
、
第
四
十
一
条
の
二
を
第
四
十
二
条
と
す
る
。

第
四
十
四
条
の
見
出
し
中
「
若
年
者
雇
用
対
策
室
」
の
前
に
「
民
間
人
材
サ
ー
ビ
ス
推
進
室
、」を
加
え
、「
、
就
労
支

援
室
及
び
求
職
者
支
援
室
」
を
「
及
び
就
労
支
援
室
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
企
画
課
に
」
の
下
に
「
、
民
間
人

材
サ
ー
ビ
ス
推
進
室
」
を
加
え
、「
、
就
労
支
援
室
及
び
求
職
者
支
援
室
」
を
「
及
び
就
労
支
援
室
」
に
改
め
、
同
条
中

第
六
項
及
び
第
七
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
七
項
と
し
、
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
項

の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

民
間
人
材
サ
ー
ビ
ス
推
進
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

政
府
以
外
の
者
の
行
う
労
働
力
の
需
要
供
給
の
調
整
を
図
る
た
め
の
事
業
の
活
用
に
関
す
る
政
策
の
企
画
及
び

立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二

政
府
以
外
の
者
の
行
う
労
働
力
の
需
要
供
給
の
調
整
を
図
る
た
め
の
事
業
の
発
達
、
改
善
及
び
調
整
に
関
す
る

こ
と
。

３

民
間
人
材
サ
ー
ビ
ス
推
進
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
四
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
地
域
雇
用
対
策
室
、
労
働
移
動
支
援
室
、
農
山
村
雇
用
対
策
室
及
び
建
設
・
港
湾
対
策
室
）

第
四
十
七
条

雇
用
開
発
企
画
課
に
、
地
域
雇
用
対
策
室
、
労
働
移
動
支
援
室
、
農
山
村
雇
用
対
策
室
及
び
建
設
・
港

湾
対
策
室
を
置
く
。

２

地
域
雇
用
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

地
域
雇
用
開
発
促
進
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
雇
用
開
発
に

関
す
る
こ
と
（
職
業
能
力
開
発
局
及
び
雇
用
政
策
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

二

地
域
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
（
農
山
村
雇
用
対
策
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

三

季
節
的
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
雇
用
に
関
す
る
援
助
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

３

地
域
雇
用
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

４

労
働
移
動
支
援
室
は
、
労
働
移
動
に
関
す
る
政
策
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

５

労
働
移
動
支
援
室
に
、
室
長
を
置
く
。

６

農
山
村
雇
用
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

農
山
村
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。

二

林
業
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
。

７

農
山
村
雇
用
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

８

建
設
・
港
湾
対
策
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

建
設
労
働
者
及
び
港
湾
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
。

二

港
湾
労
働
者
の
募
集
及
び
港
湾
運
送
の
業
務
に
つ
い
て
行
う
労
働
者
派
遣
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

９

建
設
・
港
湾
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
五
百
七
十
七
条
中
「
十
四
部
及
び
五
室
」
を
「
十
五
部
及
び
三
室
」
に
、「
血
液
・
安
全
性
研
究
部
」
を
「
血
液
・

品
質
保

安
全
性
研
究
部

証
・
管
理
部

」
に
、「
放
射
能
管
理
室

動
物
管
理
室

検
定
検
査
品
質
保
証
室
」
を
「
動
物
管
理
室
」
に
改
め
る
。

第
五
百
九
十
八
条
を
削
り
、
第
五
百
九
十
七
条
を
第
五
百
九
十
八
条
と
し
、
第
五
百
九
十
六
条
を
第
五
百
九
十
七
条

と
し
、
第
五
百
九
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
品
質
保
証
・
管
理
部
の
所
掌
事
務
）

第
五
百
九
十
六
条

品
質
保
証
・
管
理
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

放
射
線
の
安
全
管
理
及
び
放
射
性
同
位
元
素
を
用
い
た
生
物
学
的
調
査
及
び
研
究
の
方
法
の
開
発
及
び
改
良
の

た
め
の
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

二

感
染
症
そ
の
他
の
特
定
疾
病
の
予
防
、
治
療
及
び
診
断
に
関
す
る
生
物
学
的
製
剤
並
び
に
抗
菌
性
物
質
製
剤
の

生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
お
け
る
成
績
の
総
合
評
価
、
こ
れ
ら
の
医
薬
品
の
生
物
学
的
検
査
及
び
検
定
に
必
要

な
標
準
品
の
管
理
及
び
評
価
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
科
学
的
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

三

感
染
症
そ
の
他
の
特
定
疾
病
の
検
定
検
査
に
必
要
な
基
準
、
検
定
検
査
手
法
の
精
度
管
理
及
び
生
物
学
的
製
剤

の
品
質
保
証
に
関
す
る
国
際
的
な
調
整
を
行
う
こ
と
（
国
際
協
力
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
五
百
九
十
九
条
の
二
を
削
る
。

第
六
百
六
十
七
条
中
「
療
育
支
援
課

医
務
課

」
を
「
地
域
移
行
推
進
課

療
育
支
援
課

」
に
改
め
る
。

第
六
百
六
十
九
条
第
一
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
（
地
域
移
行
推
進
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
加
え
る
。

第
六
百
七
十
条
及
び
第
六
百
七
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
地
域
移
行
推
進
課
の
所
掌
事
務
）

第
六
百
七
十
条

地
域
移
行
推
進
課
は
、
国
立
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
障
害
児
等
の
地
域
に

お
け
る
生
活
に
移
行
す
る
た
め
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
。
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